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大都市近郊地域における人にやさしい自転車と車のあり方に関する実証的研究* 

Empirical research about the state of a bicycle gentle to people, and a car in a big city suburbs 
area 
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１．背景と目的 

 
 現在、自動車は人々に欠かせない移動手段となって

いる。しかし、自動車の増加により様々な問題が生じ

ている。それらの問題に対応するため、日本各地、ま

た世界各地で都市政策の空間形態として挙げられてい

るのがコンパクトシティである。本研究では、それら

諸課題のうち、違法駐車問題、放置自転車問題を取り

上げ、大東市内の鉄道駅三箇所（住道、野崎、四条畷）

での放置自転車状況の実態調査と違法駐車状況の実態

調査を行うと共に、周辺店舗と違法駐車の関係性を調

査した。また、歩行者の安全を守る取り組みとして、

豊新地区のコミュニティゾーンを現地調査し、８つの

項目別に評価した。そして、それぞれの調査について

課題と要望をまとめ、今後の課題等について検討する

ことを目的としている。 

 

２．コンパクトシティとは 

 
コンパクトシティは持続可能な都市（サスティナブ

ル・シティ）の空間形態として提起されたEU諸国で
推進されている都市政策モデルであり、都市空間の基

本的概念である。また、都市の中心に機能を集中させ

ることにより、自動車の利用を減らせるため、地球環

境問題の解決方法の一つでもあり、効率的な公共投資

もでき、なによりも都市の機能を強め、持続可能な都

市を実現するための「わかりやすい解決策」と区を好

む人々の嗜好性、実際的な効果、実現手法などが考え 
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られている。しかし、拡散した都市の現状、低密な居

住から、プランナーや研究からは異論も出され論争と

なっている都市政策でもある。 
 
２．大都市近郊都市における実態調査 

 
（１）豊新地区（大阪市東淀川区）の評価 
a）目的 
コミュニティゾーンが形成された豊新地区（大阪市

東淀川区）を評価することによって、他地域との違い

を発見し、人と環境に優しく誰もが安心・安全に歩け

るためにどのような整備や工夫がなされているかを学

ぶために、現地調査を行い、整備状況について考察し、

課題等について検討する。 
b）調査方法 
 豊新地区が、安心・安全に生活を送れることについ

て、地区内の、それぞれ 30 箇所の道路において三段
階評価で評価を行い、その状況について考察し、今後

の課題等について検討した。調査場所は図－１に示す。 

  
図－１ 豊新地区の調査場所 

 
c）結果と考察 
 図－２については、主に歩道にゆとりがあるかどう

かについて調査したが、ほぼ豊新地区全域にわたって

高い評価の結果が得られ、ほとんど場所で整備が行き

届いているように見受けられたが、一部未だ整備がな

されていない箇所があった。 
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図－２ コミュニティ道路の評価結果 
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図－３ カラー舗装の評価結果 

 
図－３については、カラー舗装による車の速度を落

とすための整備度合について調査したが、全体的にカ

ラー舗装が満遍なくなされており、立体的にブロック

が見える舗装や車道とハンプを色分けする際に使用さ

れるなど、速度を落とすための工夫がされていた。 
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図－４ 一方通行規制の評価結果 

 
図－４については、一方通行規制の整備について調

査したが、道幅が細い道路に関しては一方通行の対策

がしっかりなされていた。しかし、そういった場所に

は駐輪やお店の看板などが道路を塞いでいた光景がみ

られた。今後は、駐輪などの撤去を行い、安全を確保

し、車の速度を落とし且つ人に優しい歩行空間を整備

しなければ、一方通行道路がただの通行しづらい道路

になる恐れがある。 
 
（２）駐車状況の調査 
a）目的 
大都市近郊地区として大東市を取り上げ、大東市三

駅前商店街において路上駐車の実態を調査を行い、路

上駐車の傾向と駐車を引き起こす要因等を調べ、今後

の課題等について検証することを目的とする。 
b）調査方法 
調査方法については、大東市三駅前商店街において

17：00～19：00まで 2時間調査を行い、住道駅前商
店街においては図－５に示すようにＡ，Ｂ，Ｃの3区
間に分け、更にそれぞれの区間内で左・中央・右の三

箇所に分けて、路上駐車の台数とその駐車時間を記録

用紙に記録する。野崎・四条畷駅前商店街については、

Ａ，Ｂの2区間に分け、それぞれの区間内で左・中央・
右の三箇所で調査を行った。 

 
図－５ 住道駅の調査場所 

 

ｃ）駐車台数と店舗との関連性 

 
図－６ 住道駅前商店街の地図と駐車台数の相対 

 
「A左」が一番駅に近い位置だが、駐車台数が非常
に少ない結果となっており、ロータリー部分となって

おり、バスやタクシーで混雑し非常に駐車しづらい状

況となっていたからだと思われる。そのため「A中央」
に駐車台数が集中したため、荷捌きをするトラックと

塾への送迎などが多く見られた。調査区間C周辺には
商店が幾つか並んでいたが、交差点付近であるため駐

車をしても渋滞することから、車を停めたくても駐車

するスペースがなかったとも考えられる。調査区間B
では、金融機関や飲食店、塾など満遍なく店舗が並ん

でいたため、平均的に多くの駐車台数を確認できた。

「B中央」には駐車場があったが、短時間の駐車のた
めに有料の駐車場を利用するのをためらう人が路上に

駐車したと考えられる。（図－６） 
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図－７ 野崎駅前商店街の地図と駐車台数の相対 

 

野崎で一番多く駐車が見られた「B左」の区間の
周辺には、商店が多く、パンやお弁当など、気軽に

買うことの出来るお店が密集していたため、それら

を買おうとする利用客が集まり、結果的に駐車台数

が一番多くなったと考えられる。 
調査区間 A は全体的に駐車台数が少ないという
結果が得られた。特に駐車台数の少ない「A左」と
「A中央」の周辺の建物の種類を見てみると、病院
や会社など短時間では用事が終わらないものが多

くあることが見受けられる。（図－７） 

 
図－８ 四条畷駅前商店街の地図と駐車台数の相対 

 

全体的に駐車台数は低めだが、調査場所「A右」だ
けは異様に多く見られた。その要因として、コンビニ

利用者が多い、駅の出入り口のすぐそばに位置する場

所のため送り迎えのために駐車する方が多かったこと

が挙げられる。同じ駅前にある「A左」と「A中央」
区間は共に「A右」より若干道幅が狭い程度だが、放
置自転車や看板等の露出により、駐車できない状態に

なっているため駐車台数が少なく、「A右」の区間に駐
車が集中してしまったと考えられる。（図－８） 
 d）駐車時間割合について 

 
図－９ 各商店街における駐車時間割合 

大東市三駅前商店街においては、図－９に示すよう

に短時間の駐車がほとんどであり、駅の送り迎えなど

で駐車されている状況であり、長時間駐車を引き起こ

すであろう商店などの買物に関しては、たくさん買物

をするよりも手で抱えきれる程度の買物にとどまって

いるため、自転車を利用する方が多く、長時間駐車す

る車が少なかったと考えられる。また、大都市とは違

い主婦の方が多く、車の免許を取得していないことや

自宅から近いため車を使用することをためらったなど

の要因も考えられる。 

 

（３）駐輪状況の調査 
a）目的 
コンパクトシティを目指す上で、自転車は有効な交

通手段であるがその反面、違法駐輪という問題も抱え

ている。そのため、大東市三駅周辺地域において違法

駐輪の実態調査を行い、結果を考察し、より街づくり

における今後の課題を検討することを目的とした。 
b）調査方法 
 大東市内の三駅周辺地域（四条畷駅、野崎駅、住道

駅）での駐輪状況について朝（10：00～11：00）、昼
（14：00～15：00）、夕方（16：00～17：00）の三つ
の時間帯に分け駐輪台数調査を行った。なお例として

住道駅周辺地域の駐輪調査場所を図－１０に示す。 

 
図－１０ 住道駅周辺地域における駐輪の調査場所 

 
ｃ）結果と考察 
（ⅰ）住道駅周辺地域 

   
図－１１ 時間帯別の住道駅周辺地域の駐輪台数の

変化 
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住道駅周辺地域においては、図－１１に示すように

駅周辺では、朝から昼にかけて駐輪台数が一気に増加

したが、夕方になるにつれて駐輪台数が減少している

結果が得られた。これは住道駅付近にはイズミヤやス

ーパーなどがあるため、昼の時間帯において買い物に

来た主婦などの駐輪が大半を占めていたが、夕方前に

なると、夕食の支度等のために帰宅された方が多くな

り、駐輪台数が減少したと考えられる。駅から少し離

れた場所においては、どの時間帯でもあまり大きな変

化は見られず、住道駅北側にある商店より、住道駅構

内の店舗のほうが魅力があり、そちらの方に人が集ま

るからだと思われる。 
  （ⅱ）野崎駅周辺地域 

   
図－１２ 時間帯別の野崎駅周辺地域の駐輪台数の

変化 

 
野崎駅周辺地域においては図－１２に示すように

朝、昼、夕方と徐々に駐輪台数が増加傾向にあるとい

うことが分かった。特に駅東側にある出口付近ではそ

の傾向が顕著に現れており、野崎駅の利用者が高校生

や大学生が多く、学校が終わる夕方が近づくにつれて

コンビニや飲食店の利用者が増え、それに伴い駐輪台

数が増加するのではないかと考えられる。図－１２の

中心部分は商店街となっており、商店街東側にある交

差点の辺りには、スーパーやコンビニなど便利なお店

が立ち並んでいたため、これらが多くの駐輪を呼び寄

せたと考えられる。 
（ⅲ）四条畷駅周辺地域 

   
図－１３ 時間帯別の四条畷駅周辺地域の駐輪台数

の変化 

朝は駅出口付近に駐輪が集中しており、昼・夕方と

時間が経つにつれて周辺の駐輪台数が徐々に増加して

いるのが分かった。これは駐輪台数が集中している場

所の周辺には飲食店が立ち並んでいたため、昼夜問わ

ず、利用できる飲食店が多かったため時間帯に関係な

く違法駐輪が減少していない要因であると考えられる。

（図－１３） 
 
３ まとめ 

 
 本研究では、豊新地区のコミュニティゾーンの現地

調査並びに違法駐輪・駐車問題の実態調査を取り上げ

たが、豊新地区においては、様々な事業を行われてい

たが、もっとも整備されていたのがコミュニティ道路

であることが分かり、このことから歩行者が安全・安

心して歩くことの出来る歩行空間の確保を優先して整

備していることが分かった。違法駐車問題については、

三駅共に５分以内という短時間駐車が大半を占めてい

ることから、地域ごとの特性の違いはなく、大東市そ

のものの特性が顕著に表れていることが確認できた。

また、店舗との関連性については、今回職種別に分け

て調査をしたが、正確な関連性は得られなかったもの

の駅や塾等の送り迎えやコンビニ・銀行等職種に関係

なく短時間で用事を済ますことの出来る店舗の前に多

くの駐車がされていることが新たにわかった。違法駐

輪に関しては大東市三駅周辺地域で調査を行ったが、

住道駅周辺地域においては、主婦の方の割合が高く、

夕食の買出し等により昼の時間帯に駐輪台数が多くな

っており、野崎駅周辺地域においては、学生など若者

の割合が高く、学校帰りに店舗による人が多いため夕

方の時間帯に駐輪台数が多くなっているなど地域ごと

に異なった特性が見られた。 
 今後の課題として、大東市で 2008年 4月に住道駅
前に新駐輪場の開設による違法駐輪の変化、道路交通

法改正適用地区における駐車と店舗の関連性、豊新地

区における違法駐輪や違法駐車対策を行うなどの課題

が挙げられる。 
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